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令和３年度  事 業 計 画  

Ⅰ 事業の方針 

 当協会は、身体に障がいのある子どもたちのみならず、公益性のある福祉事業への

取り組みに力を注いできた。 更に、強く福祉に求められている「共存・共生」にそ

った事業をおこなっていきたい。    

今年度も障がいのあるこどもたちが将来の夢や希望に近づけるように、教育や就労

への支援と、だれもがともに共存しあえる社会をめざした事業を行う。 

令和２年度は、新型コロナの感染防止に伴い、あらゆる事業の中止や縮小を余儀な

くされてきた。特に、当協会の柱である学生ボランティアの活動停止は、大変な痛手

であった。この状況は今年度も続くであろうと予想される。昨年度、福祉センタ－に

実際に足を運ばなくても個別の電話対応での相談をとりいれた「ふれあいサロン」の

事業は今後リモ－トの導入などでより一層活動の巾を広げていきたい。また、自粛生

活の中、外出が制限されているため、唯一当協会のイベントを楽しみにしているとの

声が多く寄せられた。今年度も行事の開催における感染予防をさらに徹底し、方法や

対象者を考慮し、状況にあった内容にて行っていきたい。昨年度に引き続き、保護者

やボランティアを対象とした勉強会や研修なども縮小ながら企画し、重度の障がい児

者への支援も行っていきたい。年々浸透してきた高校奨学金制度は、幅広く県内の高

校に在籍する障がいのある高校生への学習意欲支援を行うことができ、今後も継続し

て行う。 

また、今年大きな成果をあげた群馬県・新潟県肢体不自由児協会がコラボして行っ

たクリアファイル募金は今年度も両県と協力し継続したい。更に、引き続き大きな資

金となる寄付金や募金活動も特定の企業、団体、個人にのみ頼るのではなく、当協会

の事業の意義を理解していただき、事業への支援としての寄付をお願いし、資金増額

に努めるため一層の募金活動を推進していきたい。 

Ⅱ 主な事業 

１．自立活動支援事業 

① 重症心身障がい児者の意思決定支援・コミュニケ－ション支援勉強会 

   昨年度、規模を縮小し開催したが、大変好評だったため、重症心身障がい児への

意思決定や疎通を図るため、重症心身障がい児者及び家族並びに支援員等を対象

にた勉強会を開催する。 

② 療育キャンプ 

  日ごろ、野外活動を楽しむ機会の少ない肢体不自由児が親元を離れ、ボランティ

アや違う学校の友だちと一緒に宿泊し、様々な体験を通して楽しみながら自主性

や自立心などを養う。なお、参加人数や対象者は昨年同様縮小し、新型コロナ感

染防止に努めながら開催したい。 

③ 肢体不自由高校奨学金 

  肢体不自由で高等学校在籍者に奨学金を交付して、修学活動を奨励し、育成する。    
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２．社会参加活動支援事業 

親子の旅 

日ごろ、電車やバスを使っての外出する機会の少ない肢体不自由児者にボラン

ティアや親子での小旅行を経験してもらい、普段出来ない経験や交流の場を持っ

てもらう。１回の参加人数を縮小し、また行先なども検討し、安全につとめた計

画をもとに開催したい。 

 

３．療育相談・助言事業 

   当協会事務所内にて、肢体不自由児者の療育相談を行うほか、関係機関との連 

携を図り情報提供を行う。また、メ－ルや電話での相談も行う。 

 

４．車椅子・訓練器具の無償貸与事業 

① 保護者の申請により、歩行困難な子ども車いすを必要に応じて無償貸与を行う。 

② 健常者でも怪我や病気などで緊急で車いすが必要となった方に対し、３ヶ月を

限度とし、車いすを無償で貸し出す緊急車いす貸与制度を導入し、貸与する。  

③ 医療機関等との連携により、肢体不自由児の障がいの程度に応じた適切な訓練

器具の貸与を行う。 

 

５．肢体不自由児に対する理解促進及び情報提供事業 

① 友情の絵はがき、チ－バくんクリアファイル・シ－ル募金 

       千葉県、千葉県教育委員会、千葉市教育委員会の協力を得て、県内小中学校関

係機関・団体職員に絵はがき・チ－バくんクリアファイル・シ－ルの頒布を行

うことにより肢体不自由児に対する理解を深めるとともに、当協会の財源に資

する。昨年同様、群馬県・新潟県各県肢体不自由児協会との協力のもとクリア

ファイルのコラボも継続したい。 

② 手をつなぐ作品展 

千葉県からの委託事業として、県内小中高等学校と特別支援学校の児童生徒が

作品を通してお互いの理解を深めることを目的とし、作品の募集を行う。応募

された作品の中から優秀作品を表彰式にて表彰する。また、「作品集」を作成

し県内各学校、関係機関に配布する。 

③ 広報活動 

広報紙「ともしび」を年３回発行して、在宅肢体不自由児者、関係機関等に配

布し、協会の事業内容、活動を PRする。また、必要に応じて臨時に広報紙を

作成し、できるだけ新しい情報を提供できるようにする。 

  ④ ホ－ムペ－ジによる情報提供、協会の事業、催しの案内、募集、その報告 

   訓練器具などの在庫状況などいつでも必要な情報が得られるよう随時アップ

をおこなっていく。 

  ⑤ 千葉県社会福祉センタ－において、「福祉の広場」を開催し、福祉器具の展示   

   や専門家による療育相談などを行うほか、様々な福祉に関する情報提供や交流

を行う。 
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６．バリアフリ－情報提供事業  

県内の観光施設・公共施設・娯楽施設などのバリアフリ－度を調査し、ホ－

ムペ－ジで紹介する。これにより、県民の方々にも障がい者への理解を深めて

もらう。 

 

７．障害者就労意欲向上支援事業 

① ふれあいサロン 

毎月１回、特別支援学校等の卒業生や施設入所者など自由に集まり、アド

バイザ－による、一般就労、福祉的就労の両面の就労意欲向上支援を目的と

した傾聴や相談を行う。リモ－トでの個別相談も検討したい。また、アドバ

イザ－には、フォロ－アップ研修を受講してもらい質の向上を図る。 

② 職場体験実習生受け入れ 

        一般就労の職場を協会事務局で体験実習してもらうことにより、自己能力を

再確認してもらい社会参加の足がかりを作ってもらう。 

  また、引き続き特別支援学校との連携を強くするため、教師の職場体験も受け

入れ、仕事内容を把握してもらい、学校からの受け入れを増やしていく。 

  

 

 ８．肢体不自由児に対するボランティアを育成する事業 

障がい者の介助を身につけてもらうよう随時ボランティアの研修と育成を行

い当協会の事業に積極的に参加してもらう。また、地域の肢体不自由児者に対

する福祉活動を援助するためにボランティアを派遣する。 

   ボランティアの質の向上については、当協会の研修だけでなく、他の機関・

団体などが主催する研修にも参加してもらい知識や実技を身につけてもらう。 

 

９．地域や関連団体への催し参加 

   地域や関連団体が主催で行われる催しに積極的に参加し、協会のＰＲ活動や

資金確保のための活動を行う 

      

 

 


